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理想より高い場合
肋骨にわずかだが余分な皮下脂肪がついているのが触知できる。
上から見たとき腰は識別できるが、突き出してはいない。
腹部のくびれが、はっきりと見える。

厚い脂肪に覆われており、肋骨は触知が難しい。
腰部としっぽの付け根は、脂肪沈着が目立つ。
腰はないかほとんど見えない。くびれがあることもある。

非常に厚い脂肪に覆われているため、肋骨の触知ができない、
あるいは相当な圧力を加えれば 触知可能。腰部としっぽの付け根に
厚い脂肪沈着がある。腰がない。腹部のくびれがない。
明らかな腹部膨張があることもある。

胸部、背骨およびしっぽの付け根に重度の脂肪沈着がある。
腰と腹部のくびれがない。首と四肢に脂肪沈着がある。
腹部膨張が明らかである。

理想より低い場合
肋骨、腰椎、骨盤骨およびすべての骨の隆起が遠く
から分かる。体脂肪が認められない。筋肉量の低下が明らかである。

肋骨、腰椎および骨盤骨が容易に見える。触知可能な
脂肪はない。他の部位の骨隆起は若干認められる。
筋肉量の低下は非常に少ない。

肋骨が触診によって容易に認められ、触知可能な脂肪が無い
のが見て取れる。腰椎棘突起先端が見える。
骨盤骨が突き出てきている。腰と腹部のくびれが明らかである。
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理想的
肋骨が容易に触知可能であり、
皮下脂肪のつき具合は最小限で
ある。上から見ると腰がすぐに
わかる。腹部のくびれが明らか
である。

肋骨には余分な皮下脂肪がついて
おらず、触知可能。上から見ると
肋骨の後ろに腰が確認できる。
横から見ると腹部がくびれている。
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